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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本研究は、血管弛緩作用を有する一酸化窒素を徐放する薬剤をナノリポソームへ内包、あるいは抗

体医薬に導入することで、がん血管を特異的に弛緩させ血流を増加させることでがん部へのリポソ

ームや抗体などの治療剤の集積を増強させることに成功している。また、そのメカニズムについて

も解明して、がん治療剤の腫瘍への集積増強のための新しい機構を提唱している。以上の成果は、

創薬や医療の分野に大きく貢献する成果であり、材料工学の分野に寄与するところが大きい。よっ

て、本論分は、博士(工学)の学位論文に値するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 


